
会場入口で参加団体をお迎
えし、座席まで誘導します。
また、後でお渡しする会議録
に掲載するために、議長や委
員長などの役割をお願いする
児童・生徒に氏名を記入して
もらいます。

さあ、プログラム開始です。
全体に声が聞こえるようにマ
イクを使って進行します。ビ
デオで国会の仕組みなどを
学習した後、模擬の委員会と
本会議、最後は全員で押しボ
タン式投票を行い、法律がで
きるまでの流れを学んでもら
います。

プログラム終了後、印刷した
会議録をお渡しして退場とな
ります。忘れ物がないか、すべ
ての座席を確認します。片付
けと次回の準備を済ませて会
場を後にします。

夕方には、１週間後に参加予定
である団体の代表者と電話で
事前打合せを行います。予約
内容や当日の行程についての
最終確認となる重要な打合せ
です。最後に翌日の資料や台
本の準備をして１日の仕事が
終了です。お疲れさまでした！

プログラム開始３０分前から、
参加団体が入場できるように
会場へ向かいます。テーマと
なる模擬法案に合わせて、児
童・生徒用の台本などを準備
します。

朝一番で予約電話などの対
応をします。予約は３か月前
の月初めから、先着順に電話
で受け付けています。予約開
始日には多くの電話が入るた
め、対応に追われます。

参議院事務局職員Q&A

■特別体験プログラムの流れ

　私は、入局後、広報課普及係に配属されました。現在、
「特別体験プログラム」の実施や受付、外部からの問合
せ対応、広報用パンフレット類の編集や発注、写真撮影
などを担当しています。
　「特別体験プログラム」とは、子どもたちが委員会・
本会議での法案審議を通じて、法律ができるまでの流
れをロールプレイ形式で模擬体験し、国会について学ぶ
ことができる参加型のプログラムで、参議院が独自に
行っているものです。小学５年生から中学３年生を対象
に１日４回実施しています。私は会議の進め方やテーマ
となる模擬法案の内容を説明するとともに、子どもたち
の議事進行を手助けするインストラクターを務めていま
す。プログラム終了後に、子どもたちや先生から「勉強に
なりました」、「分かりやすかったです」という声やお礼
の手紙を頂くと、嬉しく思うと同時にやりがいを感じま
す。全国の子どもたちに御参加いただき、平成２８年９月
には体験者数が１００万人を突破しました。
　また、広報課には、外部から電話や電子メールなどで
問合せが寄せられます。こうした問合せには、日頃から
正確かつ分かりやすい回答を心掛けています。回答する
上で必要となる情報を収集する中で、新しい知識を習得
できるため、自分自身の成長につながると感じています。
厳しい御意見を頂くこともありますが、丁寧に説明しお
話を伺ううちに、「教えてくれてありがとう」というお言
葉を頂けると嬉しく思います。
　以上の業務のほかに、参議院見学ガイド（小学生用、
中高生用、一般用、英語、中国語、韓国語、点字）という
冊子や特別体験プログラム用パンフレットの編集や発
注、それらに掲載する写真の撮影も行っています。
　このように広報課は国民の皆様との接点が多いため、
参議院事務局の「顔」としての重責を有します。「開かれ
た国会」の理念の下、より多くの方に参議院のことを御
理解いただくとともに、感謝の声を直接頂くことがやり
がいとなり、また、様々な業務を経験し、幅広い知識が
身に付くことで自信へとつながることが大きな魅力です。
皆さんと一緒に仕事ができる日を楽しみにしています。

　情報システム安全管理室は、参議院の情報システムの運用・管理を行っている部署
です。参議院内のネットワーク環境の構築・整備や、議員及び議員秘書、そして我々職
員が使用するパソコンの管理、参議院事務局の業務を円滑に進めるための各種システ
ムの提供など、いわゆるＩＴ面において参議院の活動をサポートしています。また、日々、
サイバー攻撃の脅威にさらされており、参議院の情報や活動を守るためのセキュリティ
対策も、情報システム安全管理室の業務です。
　その中で私が担当している業務は、職員が利用する業務システムの管理やメールア
ドレスの作成、パソコンの設置など、職員のネットワーク利用に関する事務手続や調
整などです。入局以降、最も印象に残っている業務は、職員が利用しているネットワー
ク環境とパソコンを全面的に更新したことです。この業務は５年に一度の大きなプロ
ジェクトで、入局直後から携わりました。連日、新しいネットワークでの運用方法や、
パソコンの設定様式など、専門技術を持った民間の業者と様々な会議を行いました。
そのほか職員に対するパソコンの割当てや各パソコン固有の設定情報の取りまとめか
ら、職員に配付する利用マニュアルの作成など、更新の業務は多岐にわたり、やりがい
のある貴重な経験を得ることができました。
　また、この業務の一番の魅力は、様々な方と交流を持てることです。情報システム安全
管理室と聞くと、一日中パソコンとにらめっこしている姿を連想されるかもしれません。
確かにパソコンを使用した業務もありますが、前述のように民間の業者と共同で仕事を
したり、様々な部署の職員や議員及び議員秘書、ときには行政府の職員とやりとりをす
ることもあります。そうした交流から日々刺激を受け、常に新鮮な気持ちで働いています。
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受験生へのメッセージ
就職活動に当たり、様々な候補を検討さ
れていることと思いますが、このパンフ
レットを通じて少しでも参議院事務局に
興味を持っていただけたら幸いです。参
議院事務局で働きたいという熱い思い
を持った皆さんとともに、参議院を
支えていくことができる日を楽しみ
にしています。

原口 柚香
（はらぐち　ゆずか）

平成28年入局

中嶌 恭介
（なかしま きょうすけ）

平成28年入局

22 議事堂の中央塔は9階建て 議事堂の両翼（衆参で左右対称）は地下1階、地上3階建てであり、2階に本会議場（3階までの吹き抜け）や正副議長室が置かれて　　  います。これに対して、中央塔は9階建てであり、4階部分に国立国会図書館の国会分館が置かれているほか、9階部分は展望室となっています。ただし、5階以上は、職員であっても通常は通行できません。国会豆知識
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立法府である国会で働くことにより、日本の未来が
形作られていく瞬間に立ち会えることが、大変魅力
的でした。また、「良識の府」、「再考の府」という
参議院の役割に共感したことが、参議院事務局を
選んだ理由です。

Q 参議院事務局を選んだ理由
今後、配置換により様々な業務を経験することになり
ますが、今のうちに働き方の土台をしっかりと固めるこ
とが、現在の目標です。それぞれの部署で行う業務は
異なりますが、共通する働き方や考え方があると思い
ます。職場が変わっても適応できるような下地を作っ
ていきたいです。

今後の目標

私にとってのマストアイテムは、付箋です。やるべき
ことをメモするとき、伝言を残すとき、資料に気にな
るところがあったときなど、様々な場面で役に立ち
ます。特に資料の確認を行
うことが多いため、重要だ
と思った部分や、後から調
べたいと思った部分に付
箋を貼り、それぞれにコメ
ントを付して後から見直す
といった使い方をよくしま
す。今では仕事になくては
ならないものです。

仕事のマストアイテムQ

Q


